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出
雲
地
区
本
部

令
和
４
年
度
事
業
報
告

　

農
業
従
事
者
の
減
少
や
外
部
環

境
の
変
化
に
伴
い
、
農
業
生
産
基

盤
の
脆
弱
化
が
懸
念
さ
れ
る
な

か
、
持
続
可
能
な
農
業
を
実
現
す

る
た
め
、
引
き
続
き
「
農
業
者
の

所
得
増
大
」
「
農
業
生
産
の
拡

大
」
「
地
域
の
活
性
化
」
を
柱
と

し
た
自
己
改
革
に
取
り
組
み
、
組

合
員
か
ら
信
頼
さ
れ
必
要
と
さ
れ

る
組
織
を
目
指
し
事
業
運
営
を
行

い
ま
し
た
。

　

人
口
減
少
や
事
業
収
益
の
急
激

な
減
少
に
伴
い
、
農
業
振
興
支
援

を
継
続
す
る
た
め
の
経
営
基
盤
強

化
策
と
し
て
、
中
学
校
区
域
単
位

で
の
１
拠
点
を
基
本
と
す
る
支

店
・
ふ
れ
あ
い
店
の
店
舗
再
編
を

進
め
、
そ
の
第
１
ス
テ
ッ
プ
と
し

て
、
令
和
４
年
度
で
は
ふ
れ
あ
い

店
14
店
舗
の
無
人
化
、
７
支
店
の

ブ
ラ
ン
チ
イ
ン
ブ
ラ
ン
チ
方
式

（
店
舗
内
店
舗
）
へ
の
移
行
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

農
業
関
連
で
は
、
10
月
に
鹿
児

島
県
で
行
わ
れ
た
第
12
回
全
国
和

牛
能
力
共
進
会
に
管
内
か
ら
６
頭

が
出
品
さ
れ
、
総
合
評
価
群
肉
牛

の
部
に
お
い
て
全
国
１
位
、
脂
肪

の
質
評
価
群
、
去
勢
肥
育
牛
に

お
い
て
い
ず
れ
も
全
国
２
位
を
受

賞
す
る
快
挙
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
農
畜
産
物
の
生
産
振
興
お
よ

び
多
様
な
農
業
者
の
育
成
・
確
保

を
推
進
す
る
た
め
、
国
・
県
・
市

の
補
助
事
業
活
用
に
よ
る
農
業
者

支
援
や
今
後
普
及
が
期
待
さ
れ
る

ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
実
証
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

地
域
貢
献
と
し
て
は
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
困
窮
す
る
学
生
や
子
ど

も
食
堂
へ
の
支
援
、
出
雲
市
へ

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
贈
呈
、
農
業

者
・
女
性
部
健
康
診
断
を
実
施
す

る
な
ど
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

　

令
和
４
年
度
の
業
績
還
元
に
つ

い
て
は
、
肥
料
価
格
高
騰
対
策
と

し
た
予
約
肥
料
の
価
格
の
一
部
支

援
を
は
じ
め
、
各
地
区
農
業
祭
へ

の
助
成
、
ラ
ピ
タ
ポ
イ
ン
ト
５
倍

デ
ー
や
ガ
ソ
リ
ン
値
引
券
の
配

布
な
ど
、
組
合
員
・
利
用
者
へ
約

２
，９
０
０
万
円
を
還
元
し
ま
し

た
。

〇
営
農
指
導
事
業

　

Ｇ
Ａ
Ｐ
を
活
用
し
た
「
安
全
・

安
心
な
農
産
物
づ
く
り
」
の
一
環

と
し
て
、
現
在
７
組
織
が
「
美
味

し
ま
ね
認
証
」
を
取
得
し
て
い
ま

令和４年度事業報告令和４年度事業報告とと
令和５年度事業方針令和５年度事業方針についてについて
　出雲地区本部の令和４年度事業報告と令和5年度事業方針について、
組合員の皆様へご報告いたします。
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事業別の明細

項目 ＪＡしまね 出雲地区本部

販売品販売高 380億42百万円 85億43百万円

購買品供給高(生産資材) 141億6百万円 22億38百万円

購買品供給高(生活物資) 189億12百万円 124億35百万円

貯金残高 1兆98億74百万円 2,765億9百万円

貸出金残高 2,819億39百万円 710億12百万円

長期共済保有高 2兆9,059億21百万円 6,599億54百万円

損益の状況

項目 ＪＡしまね 出雲地区本部

事業総利益 238億20百万円 72億95百万円

事業管理費 235億84百万円 71億93百万円

事業利益 2億35百万円 1億1百万円

経常利益 16億5百万円 4億91百万円

当期剰余金 8億22百万円 2億46百万円

す
。
「
美
味
し
ま
ね
認
証
ゴ
ー
ル

ド
」
未
取
得
の
４
組
織
に
対
し
て

上
位
認
証
移
行
に
向
け
た
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
農
産

部
会
の
田
も
ち
会
、
稲
作
研
究
会

の
会
員
と
共
同
で
個
人
認
証
取
得

に
向
け
た
研
修
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

米
穀
で
は
、
倉
庫
大
口
奨
励
や

カ
ン
ト
リ
ー
利
用
奨
励
な
ど
の
集

荷
対
策
を
実
施
し
、
引
き
続
き
米

集
荷
拡
大
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
島
根
県
産
地
創
生

事
業
を
活
用
し
た
菌
床
し
い
た
け

ハ
ウ
ス
（
２
棟
）
の
導
入
支
援
を

行
い
ま
し
た
。

〇
購
買
事
業

　

生
産
購
買
事
業
で
は
、
県
下
統

一
品
目
（
水
稲
：
肥
料
５
品
目
・

農
薬
15
品
目
、
園
芸
：
肥
料
１
品

目
、
汎
用
肥
料
：
１
品
目
）
に
集

約
し
、
引
き
続
き
価
格
低
減
に
努

め
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
と

連
携
し
、
営
農
組
合
や
担
い
手
農

家
に
対
し
て
、
肥
料
の
大
型
車
直

送
、
農
薬
の
大
型
規
格
品
を
推
進

す
る
こ
と
で
コ
ス
ト
低
減
を
行
い

ま
し
た
。

　

ラ
ピ
タ
で
は
、
「
安
全
・
安

心
・
新
鮮
」
な
地
元
産
品
の
販
売

拡
充
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
11

月
に
は
ラ
ピ
タ
本
店
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
実
施
し
、
魅
力
あ
る
店
舗

づ
く
り
に
努
め
ま
し
た
。

　

葬
祭
事
業
で
は
、
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
多
様

化
す
る
葬
儀
形
態
に
対
応
す
る
よ

う
努
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
葬
儀

後
の
法
要
ギ
フ
ト
等
の
提
案
を

「
ア
フ
タ
ー
葬
儀
」
と
し
て
一
体

的
に
捉
え
、
丁
寧
な
対
応
を
心
が

け
ま
し
た
。

　

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
業
で
は
、
ガ
ス
機

器
の
リ
ー
ス
普
及
と
他
燃
料
か
ら

の
燃
料
転
換
に
取
り
組
み
、
保
安

業
務
で
は
ガ
ス
の
集
中
監
視
シ
ス

テ
ム
の
更
新
を
計
画
的
に
行
い
体

制
強
化
に
努
め
ま
し
た
。

　

石
油
事
業
で
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
会

員
に
向
け
た
様
々
な
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
発
信
し
、
会
員
数
を
増
や
し

ま
し
た
。
ま
た
、
対
応
す
る
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
決
済
の
種
類
を
増
や
し
た

こ
と
で
利
用
者
の
利
便
性
を
高
め

ま
し
た
。

　

自
動
車
事
業
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍

及
び
部
品
不
足
に
よ
る
新
車
納
期

遅
れ
の
対
策
と
し
て
、
中
古
車
取

扱
い
強
化
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

〇
販
売
事
業

　

従
来
の
市
場
を
経
由
し
た
取
引

の
他
に
、
新
た
な
取
引
先
の
開
拓

や
大
口
量
販
店
と
の
契
約
販
売
を

行
い
安
定
出
荷
と
単
価
向
上
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
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ま
た
、
継
続
し
て
香
港

へ
の
輸
出
商
品
の
提
案
を

行
い
、
菌
床
し
い
た
け
、

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
き
ゅ
う

り
、
青
ね
ぎ
、
シ
ャ
イ
ン

マ
ス
カ
ッ
ト
等
を
輸
出

し
取
引
の
拡
大
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

　

ギ
フ
ト
・
直
販
で
は
、
出
雲
に

縁
が
あ
る
方
々
を
対
象
に
、
出
雲

地
区
本
部
独
自
の
カ
タ
ロ
グ
販
売

「
だ
ん
だ
ん
出
雲
ご
縁
倶
楽
部
」

の
利
用
を
促
し
ま
し
た
。
ま
た
、

出
雲
市
へ
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

と
し
て
、
積
極
的
に
商
品
を
提
案

し
好
評
を
得
ま
し
た
。

〇
信
用
事
業

　

農
業
融
資
担
当
者
を
中
心
に
、

支
店
・
営
農
担
当
部
署
と
連
携
を

図
り
、
農
業
者
や
新
規
就
農
者
へ

の
資
金
相
談
を
は
じ
め
、
「
令
和

４
年
度
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
及
び
原
油
価
格
・
物
価
高
騰

等
対
策
資
金
」
に
つ
い
て
広
く
声

が
け
を
行
う
な
ど
、
農
業
融
資
の

伸
長
に
努
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ロ
ー
ン
営
業
セ
ン
タ
ー

を
基
軸
に
住
宅
メ
ー
カ
ー
等
へ
の

働
き
か
け
を
継
続
的
に
展
開
し
、

住
宅
ロ
ー
ン
を
メ
イ
ン
と
し
た
各

種
個
人
融
資
の
伸
長
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　

年
金
受
給
口
座
獲
得
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
に
よ
り
昨
年
度
に
続
き
年
金
相

談
会
の
縮
小
、
年
金
受
給
者
イ
ベ

ン
ト
の
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
が
、
代
替
案
と
し
て
ラ
ピ
タ

で
の
「
お
買
い
物
値
引
券
」
を
進

呈
す
る
等
、
利
用
者
満
足
度
の
向

上
に
努
め
ま
し
た
。

〇
共
済
事
業

　

各
支
店
に
お
い
て
信
共
窓
口

リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に
、
共
済
担
当

者
・
複
合
渉
外
員
・
支
店
管
理
者

が
連
携
し
て
、
来
店
者
へ
幅
広
く

Ｊ
Ａ
共
済
の
お
知
ら
せ
活
動
を
展

開
し
、
組
合
員
・
利
用
者
へ
情
報

提
供
や
提
案
活
動
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
共
済
金
請
求
や
事
故
発

生
時
に
お
い
て
は
、
迅
速
・
丁

寧
・
的
確
な
対
応
を
心
掛
け
、
組

合
員
・
利
用
者
へ
の
安
心
と
満
足

の
提
供
に
努
め
ま
し
た
。

出
雲
地
区
本
部

令
和
５
年
度
事
業
方
針

　

肥
料
・
飼
料
・
燃
料
等
の
価
格

高
騰
に
よ
り
、
農
業
経
営
の
危
機

が
叫
ば
れ
て
い
る
な
か
、
組
合
員

の
農
業
経
営
安
定
の
た
め
、
全
力

で
経
営
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
「
持
続
可
能
な
農
業
の

実
現
」
「
豊
か
で
く
ら
し
や
す
い

地
域
共
生
社
会
の
実
現
」
「
協
同

組
合
と
し
て
の
役
割
発
揮
」
を
目

指
し
、
農
業
振
興
支
援
を
継
続
す

る
た
め
の
経
営
基
盤
強
化
策
と
し

て
、
前
年
度
実
施
し
た
店
舗
再
編

第
１
ス
テ
ッ
プ
に
続
き
、
第
２
ス

テ
ッ
プ
で
あ
る
中
学
校
区
域
単
位

１
拠
点
を
基
本
と
す
る
店
舗
再
編

に
つ
い
て
、
営
農
セ
ン
タ
ー
、
グ

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
ラ
ピ
タ
等
の

関
連
性
を
含
め
て
協
議
、
検
討
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
各
事
業
へ

の
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
※
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
、
利
用
者
の
利
便
性

向
上
と
機
動
的
か
つ
、
効
率
的
な

事
業
体
制
の
実
現
に
取
り
組
み
ま

す
。

※
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
：
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
用
い
て
、
業

務
フ
ロ
ー
の
改
善
や
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
の
創
出
だ
け
で
な
く
、
老
朽
化
し
た
既
存

基
幹
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
脱
却
や
企
業
風
土
の

変
革
を
実
現
さ
せ
る
こ
と

〇
営
農
・
農
業
振
興

　

肥
料
・
飼
料
・
燃
料
を
は
じ
め

と
す
る
生
産
資
材
価
格
の
高
騰

の
な
か
、
「
農
業
者
の
所
得
増

大
」
、
「
農
業
生
産
の
拡
大
」
を

図
る
た
め
、
「
出
雲
農
業
未
来
の

懸
け
橋
事
業
」
を
は
じ
め
と
す
る

各
種
補
助
事
業
の
活
用
支
援
や
、

さ
ら
な
る
栽
培
・
経
営
指
導
の
拡

充
と
と
も
に
、
有
利
販
売
・
安
定

的
取
引
に
よ
る
農
畜
産
物
の
販
売

促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

〇
く
ら
し
の
活
動

　

く
ら
し
の
活
動
を
通
じ
て
組
合

員
・
地
域
住
民
・
各
組
織
と
の
連

携
を
強
化
し
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
メ
ン
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取扱計画

項目 ＪＡしまね 出雲地区本部

販売品販売高 376億22百万円 81億74百万円

購買品供給高(生産資材) 131億68百万円 18億58百万円

購買品供給高(生活物資) 183億63百万円 121億21百万円

貯金平均残高 1兆208億95百万円 2,678億23百万円

貸出金平均残高 2,838億96百万円 702億26百万円

長期共済保有高 2兆7,700億円 6,283億円80百万円

損益計画

項目 ＪＡしまね 出雲地区本部

事業総利益 232億12百万円 70億95百万円

事業管理費 232億8百万円 70億70百万円

事業利益 4百万円 25百万円

経常利益 12億42百万円 3億88百万円

当期剰余金 7億81百万円 1億74百万円

バ
ー
シ
ッ
プ
の
確
立
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
や
次
世

代
層
に
対
す
る
食
農
教
育
を
通
じ

て
、
Ｊ
Ａ
へ
の
理
解
の
醸
成
に
取

り
組
み
ま
す
。

〇
信
用
事
業

　

営
農
担
当
部
署
と
の
連
携
を
強

化
し
、
多
様
な
農
業
者
と
の
相
談

活
動
を
通
じ
た
経
営
支
援
に
よ

り
、
農
業
融
資
伸
長
に
取
り
組

み
ま
す
。
ま
た
、
非
対
面
化
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
が
進
む
社
会

情
勢
に
対
応
す
る
た
め
、
効
率
的

な
金
融
店
舗
・
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
再
編
に

取
り
組
み
ま
す
。

〇
共
済
事
業

　

組
合
員
・
利
用
者
の
く
ら
し
を

守
る
た
め
、
契
約
者
・
組
合
員
に

寄
り
添
っ
た
活
動
を
実
践
す
る
と

と
も
に
、
将
来
を
見
据
え
た
事
業

展
開
に
よ
り
持
続
可
能
な
経
営
基

盤
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

〇
生
活
事
業

　

地
産
地
消
を
基
本
に
「
安
全
・

安
心
・
新
鮮
」
な
商
品
を
提
供

し
、
組
合
員
・
利
用
者
か
ら
信
頼

さ
れ
地
域
の
暮
ら
し
の
支
え
と
な

る
店
舗
運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

葬
祭
事
業
で
は
、
多
様
化
す
る

ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
施
設
整
備
と

職
員
資
質
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

自
動
車
燃
料
事
業
で
は
、
Ｊ
Ａ

の
総
合
力
を
活
か
し
た
魅
力
の
あ

る
事
業
展
開
に
よ
り
、
組
合
員
・

利
用
者
の
満
足
度
向
上
を
目
指

し
、
「
安
全
・
安
心
・
快
適
」
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
ま
す
。



作業に取り組む職員

本格炭火バーベキューが楽しめる
出荷規格の確認をする生産者

飯塚出雲市長（中央）へ花束やアレンジメントを贈呈

福田部会長（左）が福祉会中尾事務局長に贈った

一つ一つ丁寧に検査

　
多
伎
支
店
が
6
月
12
日
、
旧
「
多
伎
い
ち
じ
く

館
」
跡
に
移
転
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
セ
レ
モ
ニ
ー

に
は
珍
部
誠
本
部
長
ら
役
職
員
、
地
元
の
関
係
者

39
人
が
参
加
し
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
オ
ー
プ
ン
を

祝
い
ま
し
た
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
で
珍
部
誠
本
部
長
は
、「
地
元
の
各

種
団
体
か
ら
、
施
設
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
の
要
望
が

あ
り
ま
し
た
。
旧
施
設
の
外
装
は
変
え
ず
に
再
利
用
し
、

今
年
の
2
月
か
ら
改
装
工
事
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
店

内
は
天
井
が
高
く
開
放
的
な
つ
く
り
で
、
同
じ
建
物
の

中
に
は
会
議
室
、
調
理
室
も
あ
り
、
新
店
舗
を
拠
点
に
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
等
で
活
用
い
た
だ
き
、
地
区
の
憩
い

の
場
と
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
オ
ー
プ
ン
に
合
わ
せ
、
支
店
か
ら
は
紅
白

饅
頭
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
出
雲
女
性
部
多
伎
支
部

か
ら
の
お
も
て
な
し
と
し
て
、
ぜ
ん
ざ
い
が
ふ
る
ま
わ
れ

賑
や
か
な
オ
ー
プ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

　
6
月
13
日
、
J
A
し
ま
ね
出
雲
花
卉
部
会

の
前
島
信
行
部
会
長
、
同
斐
川
花
き
部
会
の

北
村
一
夫
部
会
長
、
同
平
田
花
卉
部
会
の
森

山
高
好
部
会
長
が
出
雲
市
役
所
を
訪
れ
、
出

雲
市
長
へ
花
束
や
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
贈
呈
し

ま
し
た
。
地
元
産
の
花
卉
を
P
R
し
花
の
消

費
拡
大
を
目
的
と
し
た
「
父
の
日
に
花
を
贈

ろ
う
！！
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
贈
呈

し
た
も
の
で
3
部
会
合
同
で
の
贈
呈
式
は
今

年
で
2
回
目
。

　
販
売
価
格
は
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
7
割
程
度

ま
で
回
復
し
て
い
る
こ
と
な
ど
生
産
現
場
の

現
状
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
花
束
を
受
け
と
っ
た
飯
塚
市
長
は
「
た
く

さ
ん
の
種
類
を
使
っ
て
作
っ
た
花
束
は
き
れ
い

で
、
心
が
和
み
ま
す
」
と
花
の
魅
力
を
伝
え

ま
し
た
。

　
6
月
9
日
、
荒
茅
ぶ
ど
う
集
荷
所
で
出

雲
産
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の
出
荷
が
始
ま

り
ま
し
た
。
当
日
は
１
人
の
生
産
者
が

2
1
4
・
6
キ
ロ
を
出
荷
。
春
先
の
天
候
不

順
は
あ
っ
た
も
の
の
5
月
か
ら
は
好
天
に
恵
ま

れ
、
前
年
よ
り
も
６
日
早
い
出
荷
と
な
り
ま

し
た
。

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
ぶ
ど
う
部
会
で
は
１
７

8
戸
、
約
33 

ha
で
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
を
栽

培
。
収
穫
は
10
月
下
旬
ま
で
続
き
、
出
荷
の

ピ
ー
ク
は
8
月
中
旬
ご
ろ
の
予
定
。
昨
年
よ

り
20
ト
ン
多
い
２
2
０
ト
ン
の
出
荷
を
目
指

し
て
い
ま
す
。検
査
さ
れ
た
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ

ト
は
県
内
の
ほ
か
、
関
東
や
関
西
方
面
へ
出

荷
さ
れ
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
ぶ
ど
う
部
会
の
前
島
英

樹
大
粒
系
部
長
は
「
糖
度
は
出
荷
基
準
の
18

度
を
上
回
る
20
度
を
超
え
る
も
の
も
あ
り
、

美
味
し
く
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。
ピ
ー
ク
に

向
か
っ
て
天
候
に
恵
ま
れ
順
調
に
出
荷
が
進

ん
で
ほ
し
い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

父
の
日
を
前
に

　
　
　
　
花
束
贈
呈

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト

　
　
　
　
　
出
荷
始
ま
る

鶏
卵
贈
呈

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
養
鶏
部
会

　
J
A
し
ま
ね
出
雲
養
鶏
部
会
は
、
6
月
8

日
に
開
催
し
た
総
会
に
あ
わ
せ
、
社
会
福
祉

法
人
J
A
い
ず
も
福
祉
会
に
恒
例
と
な
っ
て

い
る
鶏
卵
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
取

り
組
み
は
、
J
A
出
雲
養
鶏
部
会
独
自
に
社

会
福
祉
施
設
に
対
し
て
「
安
全
・
安
心
・

新
鮮
な
し
ま
ね
の
た
ま
ご
」
を
贈
り
、
施
設

利
用
者
の
健
康
増
進
を
手
助
け
す
る
活
動
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
贈
呈
式
で
は
、
同
部
会
の
福
田
賢
治
部
会

長
が
「
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
影
響
等
で
価

格
が
高
騰
し
て
い
ま
す
が
、
た
ま
ご
を
食
べ

て
い
た
だ
き
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
健
康
維
持

に
役
立
つ
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
、

受
け
取
っ
た
同
福
祉
会
の
中
尾
忠
正
事
務
局

長
は
「
食
事
を
楽
し
み
に
し
て
お
ら
れ
る
利

用
者
の
方
も
お
ら
れ
、
い
た
だ
い
た
た
ま
ご

の
料
理
が
皆
さ
ん
の
元
気
の
も
と
に
な
る
と

思
い
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

出
雲
産
ア
ム
ス
メ
ロ
ン

　
　
　
　
　
　
目
合
わ
せ
会

　
J
A
し
ま
ね
出
雲
メ
ロ
ン
部
会
は
6
月
5

日
に
、
令
和
5
年
産
の
出
雲
産
ア
ム
ス
メ
ロ

ン
の
初
出
荷
に
あ
わ
せ
て
目
合
わ
せ
会
を
開

き
ま
し
た
。
生
産
者
そ
れ
ぞ
れ
が
出
荷
規
格

や
、
出
荷
方
法
を
確
認
。
出
荷
さ
れ
た
メ
ロ

ン
は
地
元
の
青
果
市
場
を
中
心
に
、
関
西
方

面
に
も
出
荷
し
て
お
り
、
出
雲
産
メ
ロ
ン
は

ネ
ッ
ト
の
張
り
も
良
く
市
場
か
ら
高
い
評
価

を
得
て
い
ま
す
。
7
月
下
旬
ご
ろ
か
ら
ア
ー

ル
ス
メ
ロ
ン
の
出
荷
が
始
ま
る
予
定
で
、
部

会
と
し
て
令
和
5
年
度
は
1
，0
0
0
万
円
の

販
売
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
今
年
か
ら
本
格
的
に
栽
培
を
始
め
た
「
お

か
ず
く
ら
ぶ
」
代
表
の
岡
康
之
さ
ん
は
、「
皆

さ
ん
が
食
べ
て
喜
ぶ
メ
ロ
ン
を
し
っ
か
り
と

作
っ
て
い
き
た
い
。
ぜ
ひ
地
元
産
の
メ
ロ
ン
を

食
べ
て
ほ
し
い
」
と
意
気
込
み
を
話
し
ま
し

た
。

紅白饅頭を贈呈した女性部多伎支部がぜんざいをふるまった

テープカットでオープン

多
伎
支
店
が
移
転
オ
ー
プ
ン

　
出
雲
地
区
本
部
は
６
月
19
日
か
ら
21
日
に

か
け
て
、
今
年
度
入
組
し
た
職
員
7
人
を
対

象
に
農
業
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
同
地
区
本

部
で
は
非
農
家
の
職
員
が
増
え
る
な
か
、
農

業
の
素
晴
ら
し
さ
や
難
し
さ
を
学
ぶ
た
め
に
、

毎
年
新
入
職
員
に
よ
る
農
業
研
修
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
今
回
の
研
修
で
は
、Ｊ
Ａ
い
ず
も

ア
グ
リ
開
発
㈱
の
協
力
の
も
と
、
最
盛
期
を

迎
え
て
い
る
デ
ラ
ウ
ェ
ア
の
収
穫
、
出
荷
作
業

に
取
り
組
み
、
現
場
研
修
を
通
し
て
農
家
の

思
い
や
農
業
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
新
入
職
員
ら
は
「
慣
れ
な
い
作

業
で
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回

の
経
験
を
活
か
し
組
合
員
さ
ん
の
立
場
に

な
っ
て
寄
り
添
い
、
皆
さ
ん
に
信
頼
さ
れ
る
職

員
を
目
指
し
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま

し
た
。

　
6
月
28
日
、
ラ
ピ
タ
本
店
4
階
特
設
会
場

で
出
雲
地
区
本
部
子
会
社
の
㈲
J
A
ア
グ
リ

フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
が
手
掛
け
る
ビ
ア
ガ
ー
デ

ン「
星
空
ガ
ー
デ
ン
」が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
本
格
炭
火
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が
楽
し
め
る
ほ

か
、
屋
根
付
ス
ペ
ー
ス
と
座
敷
ス
ペ
ー
ス
を
用

意
。
家
族
連
れ
や
女
子
会
な
ど
幅
広
い
年

齢
層
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
仕
様
に
な
っ
て

い
ま
す
。
レ
ギ
ュ
ラ
ー
プ
ラ
ン
は
予
約
で

1
，9
8
0
円
（
当
日
注
文
：
2
，4
8
0
円
、

税
込
）、
ご
飯
の
食
べ
放
題
と
ソ
フ
ト
ド
リ
ン

ク
飲
み
放
題
が
付
き
ま
す
。1
，5
0
0
円（
税

込
）
で
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
の
飲
み
放
題
を
追

加
す
る
こ
と
が
で
き
、
予
約
限
定
プ
ラ
ン
も

用
意
し
て
い
ま
す
。
営
業
時
間
は
午
後
5
時

半
か
ら
9
時
ま
で
。
開
催
期
間
は
９
月
30
日

ま
で
毎
日
営
業
し
ま
す
。
予
約
は
左
記
Q
R

コ
ー
ド
（
ぐ
る
な
び
）
ま
た
は
、
0
5
0
ｰ

5
4
8
6
3ー
2
9
6

（
朝
9
時
か
ら
午
後
5

時
ま
で
）
に
て
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
。

農
業
研
修
を
実
施

　  

新
入
職
員
が
農
作
業
学
ぶ

ラ
ピ
タ
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン

　
　
　
　「
星
空
ガ
ー
デ
ン
」

ほ
っ
と
で
楽
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
満
載
！

いずもほっとニュースいずもほっとニュース
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大
粒
系
部
長
は
「
糖
度
は
出
荷
基
準
の
18

度
を
上
回
る
20
度
を
超
え
る
も
の
も
あ
り
、

美
味
し
く
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。
ピ
ー
ク
に

向
か
っ
て
天
候
に
恵
ま
れ
順
調
に
出
荷
が
進

ん
で
ほ
し
い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

父
の
日
を
前
に

　
　
　
　
花
束
贈
呈

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト

　
　
　
　
　
出
荷
始
ま
る

鶏
卵
贈
呈

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
養
鶏
部
会

　
J
A
し
ま
ね
出
雲
養
鶏
部
会
は
、
6
月
8

日
に
開
催
し
た
総
会
に
あ
わ
せ
、
社
会
福
祉

法
人
J
A
い
ず
も
福
祉
会
に
恒
例
と
な
っ
て

い
る
鶏
卵
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
取

り
組
み
は
、
J
A
出
雲
養
鶏
部
会
独
自
に
社

会
福
祉
施
設
に
対
し
て
「
安
全
・
安
心
・

新
鮮
な
し
ま
ね
の
た
ま
ご
」
を
贈
り
、
施
設

利
用
者
の
健
康
増
進
を
手
助
け
す
る
活
動
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
贈
呈
式
で
は
、
同
部
会
の
福
田
賢
治
部
会

長
が
「
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
影
響
等
で
価

格
が
高
騰
し
て
い
ま
す
が
、
た
ま
ご
を
食
べ

て
い
た
だ
き
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
健
康
維
持

に
役
立
つ
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
、

受
け
取
っ
た
同
福
祉
会
の
中
尾
忠
正
事
務
局

長
は
「
食
事
を
楽
し
み
に
し
て
お
ら
れ
る
利

用
者
の
方
も
お
ら
れ
、
い
た
だ
い
た
た
ま
ご

の
料
理
が
皆
さ
ん
の
元
気
の
も
と
に
な
る
と

思
い
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

出
雲
産
ア
ム
ス
メ
ロ
ン

　
　
　
　
　
　
目
合
わ
せ
会

　
J
A
し
ま
ね
出
雲
メ
ロ
ン
部
会
は
6
月
5

日
に
、
令
和
5
年
産
の
出
雲
産
ア
ム
ス
メ
ロ

ン
の
初
出
荷
に
あ
わ
せ
て
目
合
わ
せ
会
を
開

き
ま
し
た
。
生
産
者
そ
れ
ぞ
れ
が
出
荷
規
格

や
、
出
荷
方
法
を
確
認
。
出
荷
さ
れ
た
メ
ロ

ン
は
地
元
の
青
果
市
場
を
中
心
に
、
関
西
方

面
に
も
出
荷
し
て
お
り
、
出
雲
産
メ
ロ
ン
は

ネ
ッ
ト
の
張
り
も
良
く
市
場
か
ら
高
い
評
価

を
得
て
い
ま
す
。
7
月
下
旬
ご
ろ
か
ら
ア
ー

ル
ス
メ
ロ
ン
の
出
荷
が
始
ま
る
予
定
で
、
部

会
と
し
て
令
和
5
年
度
は
1
，0
0
0
万
円
の

販
売
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
今
年
か
ら
本
格
的
に
栽
培
を
始
め
た
「
お

か
ず
く
ら
ぶ
」
代
表
の
岡
康
之
さ
ん
は
、「
皆

さ
ん
が
食
べ
て
喜
ぶ
メ
ロ
ン
を
し
っ
か
り
と

作
っ
て
い
き
た
い
。
ぜ
ひ
地
元
産
の
メ
ロ
ン
を

食
べ
て
ほ
し
い
」
と
意
気
込
み
を
話
し
ま
し

た
。

紅白饅頭を贈呈した女性部多伎支部がぜんざいをふるまった

テープカットでオープン

多
伎
支
店
が
移
転
オ
ー
プ
ン

　
出
雲
地
区
本
部
は
６
月
19
日
か
ら
21
日
に

か
け
て
、
今
年
度
入
組
し
た
職
員
7
人
を
対

象
に
農
業
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
同
地
区
本

部
で
は
非
農
家
の
職
員
が
増
え
る
な
か
、
農

業
の
素
晴
ら
し
さ
や
難
し
さ
を
学
ぶ
た
め
に
、

毎
年
新
入
職
員
に
よ
る
農
業
研
修
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
今
回
の
研
修
で
は
、Ｊ
Ａ
い
ず
も

ア
グ
リ
開
発
㈱
の
協
力
の
も
と
、
最
盛
期
を

迎
え
て
い
る
デ
ラ
ウ
ェ
ア
の
収
穫
、
出
荷
作
業

に
取
り
組
み
、
現
場
研
修
を
通
し
て
農
家
の

思
い
や
農
業
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
新
入
職
員
ら
は
「
慣
れ
な
い
作

業
で
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回

の
経
験
を
活
か
し
組
合
員
さ
ん
の
立
場
に

な
っ
て
寄
り
添
い
、
皆
さ
ん
に
信
頼
さ
れ
る
職

員
を
目
指
し
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま

し
た
。

　
6
月
28
日
、
ラ
ピ
タ
本
店
4
階
特
設
会
場

で
出
雲
地
区
本
部
子
会
社
の
㈲
J
A
ア
グ
リ

フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
が
手
掛
け
る
ビ
ア
ガ
ー
デ

ン「
星
空
ガ
ー
デ
ン
」が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
本
格
炭
火
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が
楽
し
め
る
ほ

か
、
屋
根
付
ス
ペ
ー
ス
と
座
敷
ス
ペ
ー
ス
を
用

意
。
家
族
連
れ
や
女
子
会
な
ど
幅
広
い
年

齢
層
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
仕
様
に
な
っ
て

い
ま
す
。
レ
ギ
ュ
ラ
ー
プ
ラ
ン
は
予
約
で

1
，9
8
0
円
（
当
日
注
文
：
2
，4
8
0
円
、

税
込
）、
ご
飯
の
食
べ
放
題
と
ソ
フ
ト
ド
リ
ン

ク
飲
み
放
題
が
付
き
ま
す
。1
，5
0
0
円（
税

込
）
で
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
の
飲
み
放
題
を
追

加
す
る
こ
と
が
で
き
、
予
約
限
定
プ
ラ
ン
も

用
意
し
て
い
ま
す
。
営
業
時
間
は
午
後
5
時

半
か
ら
9
時
ま
で
。
開
催
期
間
は
９
月
30
日

ま
で
毎
日
営
業
し
ま
す
。
予
約
は
左
記
Q
R

コ
ー
ド
（
ぐ
る
な
び
）
ま
た
は
、
0
5
0
ｰ

5
4
8
6
3ー
2
9
6

（
朝
9
時
か
ら
午
後
5

時
ま
で
）
に
て
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
。

農
業
研
修
を
実
施

　  

新
入
職
員
が
農
作
業
学
ぶ

ラ
ピ
タ
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン

　
　
　
　「
星
空
ガ
ー
デ
ン
」

ほ
っ
と
で
楽
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
満
載
！

いずもほっとニュースいずもほっとニュース
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さん

富
田

　拓
也

　

有
限
会
社
か
つ
べ
種
畜
牧
場

　
有
限
会
社
か
つ
べ
種
畜
牧
場
で
従
業
員
と
し
て
働

く
富
田
拓
也
さ
ん
。
出
身
は
埼
玉
県
、
北
海
道
の
酪

農
学
園
大
学
を
卒
業
後
、
兵
庫
県
で
会
社
員
と
し
て

勤
め
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
動
物
全
般
が

好
き
で
、
思
い
が
強
く
な
り
、
会
社
を
退
職
し
鳥
取

県
の
酪
農
家
に
就
職
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
肥
育
に

興
味
を
持
ち
始
め
ご
縁
が
あ
っ
て
令
和
２
年
12
月
か

ら
現
在
の
牧
場
で
働
い
て
い
ま
す
。
昨
年
、
種
付
け

に
必
要
な
資
格
の
「
人
工
授
精
師
」
の
免
許
を
取
得

し
ま
し
た
。

手
間
を
か
け
た
分
ほ
ど
評
価
さ
れ
る

　富
田
さ
ん
は
餌
や
り
や
、
掃
除
な
ど
主
に
牛
舎
内

の
管
理
を
担
当
し
て
お
り
、
毎
日
そ
れ
ぞ
れ
の
個
体

の
体
調
管
理
を
し
て
い
ま
す
。
肥
育
牛
に
関
わ
る
よ

う
に
な
っ
て
、
出
荷
し
た
肉
用
牛
が
賞
を
受
賞
し
た

り
、
市
場
か
ら
高
評
価
を
得
た
時
、
今
ま
で
自
分
が

手
間
を
か
け
た
分
を
評
価
し
て
も
ら
え
、
や
り
が
い

を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
牛
舎
で
牛

を
注
意
深
く
見
る
こ
と
で
、
牛
の
顔
色
の
変
化
や
違

和
感
を
い
ち
早
く
感
じ
取
り
、
適
切
な
処
置
を
し
て
、

出
荷
ま
で
大
事
に
育
て
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

「
し
ま
ね
和
牛
肉
か
つ
べ
」
の
フ
ァ
ン

を
増
や
し
た
い

　先
日
、
東
京
の
取
引
先
と
の
意
見
交
換
会
へ
参
加

し
た
時
に
、
た
く
さ
ん
の
人
か
ら
高
評
価
を
受
け
て

い
る
こ
と
や
、
か
つ
べ
牧
場
の
肉
を
取
り
扱
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
焼
き
肉
店
で
は
肉
の
「
フ
ァ
ン
ク
ラ

ブ
」
が
存
在
す
る
こ
と
を
は
じ
め
て
知
り
ま
し
た
。
そ

の
方
た
ち
の
期
待
を
裏
切
ら
な
い
よ
う
に
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
良
質
な
「
し
ま
ね
和
牛
肉
か
つ
べ
」
を
安
定

的
に
出
荷
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。

選
畜
眼
（
せ
ん
ち
く
が
ん
）
を
鍛
え
る

　「月
齢
な
ど
様
々
な
出
荷
基
準
は
あ
り
ま
す
が
、
出

荷
前
に
牛
の
身
体
を
触
っ
て
観
察
し
た
り
、
写
真
や

動
画
で
牛
を
撮
影
し
た
り
し
て
、
筋
肉
や
皮
下
脂
肪

の
付
き
具
合
を
予
測
し
、
身
体
が
出
来
上
が
っ
て
い

る
か
を
予
想
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
富
田
さ
ん
。「
実

際
に
と
畜
さ
れ
た
結
果
と
の
差
を
縮
め
、
出
荷
の
タ

イ
ミ
ン
グ
を
見
極
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
経
験

を
積
ん
で
い
き
、
消
費
者
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら

え
る
お
肉
を
生
産
し
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
を

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

令和
5年度

※その他の事業メニューや要件などの詳細については、
　ＪＡ各営農センターまたは市役所にお問い合わせください。

出雲農業未来の懸け橋事業 追加募集
（かけはし事業）

　平野部から山間部まで多様な地形を有する出雲市では、米、麦、大豆、野菜、果樹、畜産物など、各地域で
特色ある品目が種類豊富に生産されています。かけはし事業では、これらを総合的に支援し、担い手の育成や
生産拡大、産地の維持を図ることで、全市的な農業振興をめざします。出雲市、ＪＡしまね出雲地区本部、同
斐川地区本部が連携し、事業を推進していきます。

■出雲農業未来の懸け橋事業がめざすもの

■支援内容や事業メニューについて

■令和5年度 かけはし事業のスケジュール
相談・申請はお早めに！！

　集落営農組織や認定農業者など、地域の
農業の核となる担い手を支援します。

●集落営農組織推進事業

❶農産振興事業

トラクター、田植機、コンバインの購入費を補助。
●麦・そば等生産推進事業
米以外の作物の生産に必要となる機械の購入費を補助。

●経営多角化支援事業
水稲育苗及び高収益作物生産のためのハウス建設を補助。

● 出雲市役所農業振興課 ● 最寄りのJAしまね出雲地区本部各営農センター
　又は ＪＡしまね出雲地区本部営農企画課T E L 0853-21-6557

FAX 0853-21-6998 TEL 0853-21-6041　FAX 0853-21-6075

相談・
申請先

申請〆切 令和5年7月31日（月） 審査会 8月中旬 事業認定 8月下旬予定

メニューの一例

　出雲市が誇る特産品の産地維持・
拡大を担うみなさんを支援します。

●特産振興施設等整備事業

❷特産振興事業

果樹、野菜などの生産に必要となる機械の購入費や施設整
備費を補助。

●産地維持対策事業
ハウスの長寿命化、高度化の施工費等を補助。

メニューの一例

　畜産経営基盤の強化に取り組む畜
産農家のみなさんの経営コスト低減
等を支援します。

●畜産基盤整備推進事業

❸畜産振興事業

❺出雲・斐川独自事業

飼養環境改善等を目的とした機械整備費を補助。

●市内産飼料利用定着化促進事業
市内で生産された飼料用米、ＷＣＳの購入費を補助。

メニューの一例

●ハウスの維持・修繕に対する支援（出雲・斐川）
●集落営農組織の後継者育成支援（出雲・斐川）
●獣害発生圃場における次期作支援事業（出雲）
●水田均平化作業委託支援事業（斐川）

●認定農業者の法人化支援（出雲・斐川）
●青色申告への取組支援（出雲）
●菜の花、チューリップ、さつまいも振興支援（斐川）

一 例

　直売出荷拡大の支援や、中山間地
域の小規模農家を支援します。

●直売拡大支援事業

❹特認事業

出荷拡大に必要な機械購入費、設備整備費を補助。

●地域に根差した担い手等支援事業
中山間地域の小規模農家を対象に機械購入費を補助。

メニューの一例

地域ごとに抱える課題の解決を支援します。

経
営
規
模

（
有
限
会
社 

か
つ
べ
種
畜
牧
場
）

肥
育
牛
　
３
８
０
頭

繁
殖
牛
　
３
２
０
頭

子
牛
　
　
１
２
０
頭

農家にSPOTIZUMO Information
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さん

富
田

　拓
也

　

有
限
会
社
か
つ
べ
種
畜
牧
場

　
有
限
会
社
か
つ
べ
種
畜
牧
場
で
従
業
員
と
し
て
働

く
富
田
拓
也
さ
ん
。
出
身
は
埼
玉
県
、
北
海
道
の
酪

農
学
園
大
学
を
卒
業
後
、
兵
庫
県
で
会
社
員
と
し
て

勤
め
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
動
物
全
般
が

好
き
で
、
思
い
が
強
く
な
り
、
会
社
を
退
職
し
鳥
取

県
の
酪
農
家
に
就
職
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
肥
育
に

興
味
を
持
ち
始
め
ご
縁
が
あ
っ
て
令
和
２
年
12
月
か

ら
現
在
の
牧
場
で
働
い
て
い
ま
す
。
昨
年
、
種
付
け

に
必
要
な
資
格
の
「
人
工
授
精
師
」
の
免
許
を
取
得

し
ま
し
た
。

手
間
を
か
け
た
分
ほ
ど
評
価
さ
れ
る

　富
田
さ
ん
は
餌
や
り
や
、
掃
除
な
ど
主
に
牛
舎
内

の
管
理
を
担
当
し
て
お
り
、
毎
日
そ
れ
ぞ
れ
の
個
体

の
体
調
管
理
を
し
て
い
ま
す
。
肥
育
牛
に
関
わ
る
よ

う
に
な
っ
て
、
出
荷
し
た
肉
用
牛
が
賞
を
受
賞
し
た

り
、
市
場
か
ら
高
評
価
を
得
た
時
、
今
ま
で
自
分
が

手
間
を
か
け
た
分
を
評
価
し
て
も
ら
え
、
や
り
が
い

を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
牛
舎
で
牛

を
注
意
深
く
見
る
こ
と
で
、
牛
の
顔
色
の
変
化
や
違

和
感
を
い
ち
早
く
感
じ
取
り
、
適
切
な
処
置
を
し
て
、

出
荷
ま
で
大
事
に
育
て
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

「
し
ま
ね
和
牛
肉
か
つ
べ
」
の
フ
ァ
ン

を
増
や
し
た
い

　先
日
、
東
京
の
取
引
先
と
の
意
見
交
換
会
へ
参
加

し
た
時
に
、
た
く
さ
ん
の
人
か
ら
高
評
価
を
受
け
て

い
る
こ
と
や
、
か
つ
べ
牧
場
の
肉
を
取
り
扱
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
焼
き
肉
店
で
は
肉
の
「
フ
ァ
ン
ク
ラ

ブ
」
が
存
在
す
る
こ
と
を
は
じ
め
て
知
り
ま
し
た
。
そ

の
方
た
ち
の
期
待
を
裏
切
ら
な
い
よ
う
に
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
良
質
な
「
し
ま
ね
和
牛
肉
か
つ
べ
」
を
安
定

的
に
出
荷
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。

選
畜
眼
（
せ
ん
ち
く
が
ん
）
を
鍛
え
る

　「月
齢
な
ど
様
々
な
出
荷
基
準
は
あ
り
ま
す
が
、
出

荷
前
に
牛
の
身
体
を
触
っ
て
観
察
し
た
り
、
写
真
や

動
画
で
牛
を
撮
影
し
た
り
し
て
、
筋
肉
や
皮
下
脂
肪

の
付
き
具
合
を
予
測
し
、
身
体
が
出
来
上
が
っ
て
い

る
か
を
予
想
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
富
田
さ
ん
。「
実

際
に
と
畜
さ
れ
た
結
果
と
の
差
を
縮
め
、
出
荷
の
タ

イ
ミ
ン
グ
を
見
極
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
経
験

を
積
ん
で
い
き
、
消
費
者
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら

え
る
お
肉
を
生
産
し
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
を

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

令和
5年度

※その他の事業メニューや要件などの詳細については、
　ＪＡ各営農センターまたは市役所にお問い合わせください。

出雲農業未来の懸け橋事業 追加募集
（かけはし事業）

　平野部から山間部まで多様な地形を有する出雲市では、米、麦、大豆、野菜、果樹、畜産物など、各地域で
特色ある品目が種類豊富に生産されています。かけはし事業では、これらを総合的に支援し、担い手の育成や
生産拡大、産地の維持を図ることで、全市的な農業振興をめざします。出雲市、ＪＡしまね出雲地区本部、同
斐川地区本部が連携し、事業を推進していきます。

■出雲農業未来の懸け橋事業がめざすもの

■支援内容や事業メニューについて

■令和5年度 かけはし事業のスケジュール
相談・申請はお早めに！！

　集落営農組織や認定農業者など、地域の
農業の核となる担い手を支援します。

●集落営農組織推進事業

❶農産振興事業

トラクター、田植機、コンバインの購入費を補助。
●麦・そば等生産推進事業
米以外の作物の生産に必要となる機械の購入費を補助。

●経営多角化支援事業
水稲育苗及び高収益作物生産のためのハウス建設を補助。

● 出雲市役所農業振興課 ● 最寄りのJAしまね出雲地区本部各営農センター
　又は ＪＡしまね出雲地区本部営農企画課T E L 0853-21-6557

FAX 0853-21-6998 TEL 0853-21-6041　FAX 0853-21-6075

相談・
申請先

申請〆切 令和5年7月31日（月） 審査会 8月中旬 事業認定 8月下旬予定

メニューの一例

　出雲市が誇る特産品の産地維持・
拡大を担うみなさんを支援します。

●特産振興施設等整備事業

❷特産振興事業

果樹、野菜などの生産に必要となる機械の購入費や施設整
備費を補助。

●産地維持対策事業
ハウスの長寿命化、高度化の施工費等を補助。

メニューの一例

　畜産経営基盤の強化に取り組む畜
産農家のみなさんの経営コスト低減
等を支援します。

●畜産基盤整備推進事業

❸畜産振興事業

❺出雲・斐川独自事業

飼養環境改善等を目的とした機械整備費を補助。

●市内産飼料利用定着化促進事業
市内で生産された飼料用米、ＷＣＳの購入費を補助。

メニューの一例

●ハウスの維持・修繕に対する支援（出雲・斐川）
●集落営農組織の後継者育成支援（出雲・斐川）
●獣害発生圃場における次期作支援事業（出雲）
●水田均平化作業委託支援事業（斐川）

●認定農業者の法人化支援（出雲・斐川）
●青色申告への取組支援（出雲）
●菜の花、チューリップ、さつまいも振興支援（斐川）

一 例

　直売出荷拡大の支援や、中山間地
域の小規模農家を支援します。

●直売拡大支援事業

❹特認事業

出荷拡大に必要な機械購入費、設備整備費を補助。

●地域に根差した担い手等支援事業
中山間地域の小規模農家を対象に機械購入費を補助。

メニューの一例

地域ごとに抱える課題の解決を支援します。

経
営
規
模

（
有
限
会
社 

か
つ
べ
種
畜
牧
場
）

肥
育
牛
　
３
８
０
頭

繁
殖
牛
　
３
２
０
頭

子
牛
　
　
１
２
０
頭

農家にSPOTIZUMO Information
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農業用廃棄ビニール・プラスチック類の回収についてのお知らせ

２.回収対象

　下記の回収処分計画表の通り、農業用廃棄ビニール・プラスチック類の回収を行います。持ち込み
を希望される方は、｢委任状｣・｢産業廃棄物運搬車表示｣が必要となりますので、最寄りの各営農セン
ターまで引取にお出かけいただきますようよろしくお願い致します。尚、｢産業廃棄物運搬車表示｣は
紙に手書きしたものでもかまいませんが、マグネットシートの表示板をグリーンセンターにおいて販
売しておりますので、ご利用ください。

被覆資材（ビニール・農ポリ）・ハウス資材（マイカー線・パッカー・寒冷沙・タイベック）・
潅水チューブ・肥料袋・ビニールマルチ、育苗箱、波板等

※農薬の容器や空袋、紙(ダンボール箱等)
※トンネル支柱・イボ竹等鉄にビニールコーティングしてある物
※金属類・灯油用ポリタンク
※ビニールシート、パッカー等についている金属部分もはずしてください。

３.処理料金・
 　代金決済

料　　金：㎏当たり　税込 69 円
代金決済：営農口座より　令和 5 年９月２5日（月）引き落とし

地区名 回収場所 回収日
平田・灘分・久多美・桧山・佐香
国富・西田・鰐淵・北浜・東・伊野
高松・長浜・大社・荒木・遙堪
神西・神戸川・湖陵・多伎
上津・大津・塩冶・四絡・今市・高浜
川跡・鳶巣・朝山・乙立・稗原・佐田

平田カントリー

西部カントリー
西部カントリー

西部カントリー

７月２5日（火）

８月　２日（水）
８月　３日（木）

８月　４日（金）

回収時間
午前９時～１１時
午後１時～　３時
午前９時～１１時
午前９時～１１時

午前９時～１１時

※ご不明な点がございましたら生産資材課・各営農センターへご連絡ください。

● 生 産 資 材 課 ☎21-6047  ● 中部営農センター ☎31-9055  ● 西部営農センター ☎53-2168
● 河南営農センター ☎43-7007  ● 南部営農センター ☎84-0213  ● 東部営農センター ☎62-9059

持込不可
の物

１.回収処分計画表

「資産運用・資産形成」の関心が高まっている今、組合員・利用者のみなさまの
一助となるべく、下記のとおりセミナーを開催いたします。どなたでもお申込
みいただけますので、ぜひご参加ください。

JAしまね 出雲地区本部 4 階 401会議室令和 5 年8月19日（土）13：30～15：00

※やむを得ない事情により、中止または延期となる可能性がありますことをご承知おきください。

ＪＡしまね 出雲地区本部
出雲統括支店 金融課　 担当 原田　　　　tel.0853-21-6019　fax.0853-21-6025
出雲支店　　 投資信託 担当 武田・福島　tel.0853-31-4106　fax.0853-21-6035

セミナーに関する
お問い合せ先

日 時 会 場

申込方法

50名程度募集人数

対　　象

※先着順とさせていただきます。
　予めご了承ください。

どなたでもご応募いただけます

お知らせ 資産運用セミナーを開催します
～人生を豊かにする長期投資～

高
松
支
部

　

「
ぼ
か
し
サ
ー
ク
ル
」

代
表  
後
藤 

博
子 

さ
ん

サ
ー
ク
ル
紹
介

　
高
松
支
部
の
ぼ
か
し
サ
ー
ク
ル

は
、
13
人
の
メ
ン
バ
ー
で
毎
月
第
１

水
曜
日
に
高
松
支
店
倉
庫
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
当
初
は
、
女
性
部
の
活

動
の
一
環
と
し
て
ぼ
か
し
を
作
り
、

支
部
内
の
希
望
す
る
部
員
に
配
布
し

て
い
ま
し
た
が
、
年
々
希
望
者
が
増

加
し
て
き
た
の
で
、
有
志
を
募
り
平

成
18
年
に
サ
ー
ク
ル
と
し
て
立
ち
上

げ
ま
し
た
。

　
サ
ー
ク
ル
で
作
る
ぼ
か
し
は
、
米

糠
に
Ｅ
Ｍ
菌
と
糖
蜜
を
混
ぜ
て
作
り

ま
す
。
コ
ン
ポ
ス
ト
な
ど
で
生
ご
み

に
混
ぜ
る
と
分
解
し
て
堆
肥
化
し
て

く
れ
る
他
、
畑
に
散
布
す
る
と
土
が

柔
ら
か
く
な
り
、
収
穫
し
た
野
菜
や

果
物
は
食
べ
た
人
か
ら
「
美
味
し

い
！
」
と
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　
作
業
の
時
に
は
部
員
同
士
で
様
々

な
情
報
交
換
を
行
い
、
作
物
を
育
て

る
際
の
参
考
に
す
る
こ
と
が
で
き
、

毎
回
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
活

動
を
控
え
て
い
た
ラ
ン
チ
や
日
帰
り

旅
行
な
ど
も
計
画
し
、
部
員
同
士
和

気
あ
い
あ
い
と
長
く
活
動
し
て
い
き

た
い
で
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　を
開
催

多
伎
支
部

　
多
伎
支
部
は
、
６
月
6
日
に
田
儀

農
村
広
場
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

2
年
間
中
止
し
て
い
ま
し
た
が
昨
年

か
ら
再
開
し
今
年
で
22
回
目
。
当
日

は
30
名
の
部
員
が
参
加
し
、
新
緑
の

心
地
よ
い
広
場
で
和
気
あ
い
あ
い
と

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

は
「
こ
の
行
事
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
し
た
。
多
く
の
人
と
触
れ
合
う
こ

と
が
で
き
よ
か
っ
た
で
す
」
な
ど
の

感
想
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
同
支
部
の
石
飛
真
佐
子
支
部
長
は

「
『
多
伎
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協

会
』
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
盛

り
上
げ
て
く
れ
る
の
で
感
謝
し
て
い
ま

す
。
あ
い
に
く

の
小
雨
の
中
で

の
開
催
と
な
り

ま
し
た
が
、
け

が
も
な
く
、
皆

さ
ん
の
元
気
な

姿
を
見
る
こ
と

が
で
き
、
こ
れ

か
ら
も
続
け
て

い
き
た
い
で

す
」
と
話
し
ま

し
た
。

寸
劇
で
防
災
呼
び
か
け

　
塩
冶
支
部
の
「
え
ん
ま
ん
座
」
は
塩

冶
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
た
同
支
部
の
総
会
で
、
新
作
の
踊
り

と
寸
劇
を
披
露
し
ま
し
た
。
披
露
し
た

寸
劇
「
ど
う
す
る
ト
マ
ト
さ
ん
」
で

は
、
災
害
な
ど
の
非
常
時
に
持
ち
出
す

も
の
を
ト
マ
ト
一
家
が
そ
れ
ぞ
れ
発
表

し
、
○
×
形
式
で
判
定
。
常
備
薬
や
食

品
、
ラ
ジ
オ
な
ど
本
当
に
持
ち
出
す
べ

き
も
の
を
総
会
の
参
加
者
と
一
緒
に
確

認
し
た
ほ
か
、
家
の
光
記
事
を
活
用
し

た
「
新
聞
紙
で
作
る
草
履
」
や
防
災
頭

巾
、
米
袋
バ
ッ
ク
な
ど
を
紹
介
し
、
普

段
か
ら
非
常
時
に
備
え
る
こ
と
の
重
要

性
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
座
長
の
飯
國
恵
美
子
さ
ん
は
「
常
日

頃
か
ら
防
災
意

識
を
高
め
て
準

備
し
て
お
く
こ

と
で
、
い
ざ
と

い
う
時
に
慌
て

な
い
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
で

す
」
と
話
し
ま

し
た
。 塩

冶
支
部

「
え
ん
ま
ん
座
」

8 月 4 日（金）までに、出雲地区本部管内の JA 各支店へお申込み
ください。お申込みの際は、氏名・住所・連絡先をお知らせください。

IZUMO Information

©よりぞう
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農業用廃棄ビニール・プラスチック類の回収についてのお知らせ

２.回収対象

　下記の回収処分計画表の通り、農業用廃棄ビニール・プラスチック類の回収を行います。持ち込み
を希望される方は、｢委任状｣・｢産業廃棄物運搬車表示｣が必要となりますので、最寄りの各営農セン
ターまで引取にお出かけいただきますようよろしくお願い致します。尚、｢産業廃棄物運搬車表示｣は
紙に手書きしたものでもかまいませんが、マグネットシートの表示板をグリーンセンターにおいて販
売しておりますので、ご利用ください。

被覆資材（ビニール・農ポリ）・ハウス資材（マイカー線・パッカー・寒冷沙・タイベック）・
潅水チューブ・肥料袋・ビニールマルチ、育苗箱、波板等

※農薬の容器や空袋、紙(ダンボール箱等)
※トンネル支柱・イボ竹等鉄にビニールコーティングしてある物
※金属類・灯油用ポリタンク
※ビニールシート、パッカー等についている金属部分もはずしてください。

３.処理料金・
 　代金決済

料　　金：㎏当たり　税込 69 円
代金決済：営農口座より　令和 5 年９月２5日（月）引き落とし

地区名 回収場所 回収日
平田・灘分・久多美・桧山・佐香
国富・西田・鰐淵・北浜・東・伊野
高松・長浜・大社・荒木・遙堪
神西・神戸川・湖陵・多伎
上津・大津・塩冶・四絡・今市・高浜
川跡・鳶巣・朝山・乙立・稗原・佐田

平田カントリー

西部カントリー
西部カントリー

西部カントリー

７月２5日（火）

８月　２日（水）
８月　３日（木）

８月　４日（金）

回収時間
午前９時～１１時
午後１時～　３時
午前９時～１１時
午前９時～１１時

午前９時～１１時

※ご不明な点がございましたら生産資材課・各営農センターへご連絡ください。

● 生 産 資 材 課 ☎21-6047  ● 中部営農センター ☎31-9055  ● 西部営農センター ☎53-2168
● 河南営農センター ☎43-7007  ● 南部営農センター ☎84-0213  ● 東部営農センター ☎62-9059

持込不可
の物

１.回収処分計画表

「資産運用・資産形成」の関心が高まっている今、組合員・利用者のみなさまの
一助となるべく、下記のとおりセミナーを開催いたします。どなたでもお申込
みいただけますので、ぜひご参加ください。

JAしまね 出雲地区本部 4 階 401会議室令和 5 年8月19日（土）13：30～15：00

※やむを得ない事情により、中止または延期となる可能性がありますことをご承知おきください。

ＪＡしまね 出雲地区本部
出雲統括支店 金融課　 担当 原田　　　　tel.0853-21-6019　fax.0853-21-6025
出雲支店　　 投資信託 担当 武田・福島　tel.0853-31-4106　fax.0853-21-6035

セミナーに関する
お問い合せ先

日 時 会 場

申込方法

50名程度募集人数

対　　象

※先着順とさせていただきます。
　予めご了承ください。

どなたでもご応募いただけます

お知らせ 資産運用セミナーを開催します
～人生を豊かにする長期投資～

高
松
支
部

　

「
ぼ
か
し
サ
ー
ク
ル
」

代
表  

後
藤 

博
子 

さ
ん

サ
ー
ク
ル
紹
介

　
高
松
支
部
の
ぼ
か
し
サ
ー
ク
ル

は
、
13
人
の
メ
ン
バ
ー
で
毎
月
第
１

水
曜
日
に
高
松
支
店
倉
庫
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
当
初
は
、
女
性
部
の
活

動
の
一
環
と
し
て
ぼ
か
し
を
作
り
、

支
部
内
の
希
望
す
る
部
員
に
配
布
し

て
い
ま
し
た
が
、
年
々
希
望
者
が
増

加
し
て
き
た
の
で
、
有
志
を
募
り
平

成
18
年
に
サ
ー
ク
ル
と
し
て
立
ち
上

げ
ま
し
た
。

　
サ
ー
ク
ル
で
作
る
ぼ
か
し
は
、
米

糠
に
Ｅ
Ｍ
菌
と
糖
蜜
を
混
ぜ
て
作
り

ま
す
。
コ
ン
ポ
ス
ト
な
ど
で
生
ご
み

に
混
ぜ
る
と
分
解
し
て
堆
肥
化
し
て

く
れ
る
他
、
畑
に
散
布
す
る
と
土
が

柔
ら
か
く
な
り
、
収
穫
し
た
野
菜
や

果
物
は
食
べ
た
人
か
ら
「
美
味
し

い
！
」
と
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　
作
業
の
時
に
は
部
員
同
士
で
様
々

な
情
報
交
換
を
行
い
、
作
物
を
育
て

る
際
の
参
考
に
す
る
こ
と
が
で
き
、

毎
回
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
活

動
を
控
え
て
い
た
ラ
ン
チ
や
日
帰
り

旅
行
な
ど
も
計
画
し
、
部
員
同
士
和

気
あ
い
あ
い
と
長
く
活
動
し
て
い
き

た
い
で
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　を
開
催

多
伎
支
部

　
多
伎
支
部
は
、
６
月
6
日
に
田
儀

農
村
広
場
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

2
年
間
中
止
し
て
い
ま
し
た
が
昨
年

か
ら
再
開
し
今
年
で
22
回
目
。
当
日

は
30
名
の
部
員
が
参
加
し
、
新
緑
の

心
地
よ
い
広
場
で
和
気
あ
い
あ
い
と

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

は
「
こ
の
行
事
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
し
た
。
多
く
の
人
と
触
れ
合
う
こ

と
が
で
き
よ
か
っ
た
で
す
」
な
ど
の

感
想
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
同
支
部
の
石
飛
真
佐
子
支
部
長
は

「
『
多
伎
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協

会
』
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
盛

り
上
げ
て
く
れ
る
の
で
感
謝
し
て
い
ま

す
。
あ
い
に
く

の
小
雨
の
中
で

の
開
催
と
な
り

ま
し
た
が
、
け

が
も
な
く
、
皆

さ
ん
の
元
気
な

姿
を
見
る
こ
と

が
で
き
、
こ
れ

か
ら
も
続
け
て

い
き
た
い
で

す
」
と
話
し
ま

し
た
。

寸
劇
で
防
災
呼
び
か
け

　
塩
冶
支
部
の
「
え
ん
ま
ん
座
」
は
塩

冶
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
た
同
支
部
の
総
会
で
、
新
作
の
踊
り

と
寸
劇
を
披
露
し
ま
し
た
。
披
露
し
た

寸
劇
「
ど
う
す
る
ト
マ
ト
さ
ん
」
で

は
、
災
害
な
ど
の
非
常
時
に
持
ち
出
す

も
の
を
ト
マ
ト
一
家
が
そ
れ
ぞ
れ
発
表

し
、
○
×
形
式
で
判
定
。
常
備
薬
や
食

品
、
ラ
ジ
オ
な
ど
本
当
に
持
ち
出
す
べ

き
も
の
を
総
会
の
参
加
者
と
一
緒
に
確

認
し
た
ほ
か
、
家
の
光
記
事
を
活
用
し

た
「
新
聞
紙
で
作
る
草
履
」
や
防
災
頭

巾
、
米
袋
バ
ッ
ク
な
ど
を
紹
介
し
、
普

段
か
ら
非
常
時
に
備
え
る
こ
と
の
重
要

性
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
座
長
の
飯
國
恵
美
子
さ
ん
は
「
常
日

頃
か
ら
防
災
意

識
を
高
め
て
準

備
し
て
お
く
こ

と
で
、
い
ざ
と

い
う
時
に
慌
て

な
い
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
で

す
」
と
話
し
ま

し
た
。 塩

冶
支
部

「
え
ん
ま
ん
座
」

8 月 4 日（金）までに、出雲地区本部管内の JA 各支店へお申込み
ください。お申込みの際は、氏名・住所・連絡先をお知らせください。

IZUMO Information

©よりぞう
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IZUMO Information

推進課名 駐在支店名 氏　名 携帯番号

中部南推進課
課長 川上　正人

マネージャー 井戸　敬洋

大津支店
☎21-0860

杉 原 　 洋 恵 090-3732-6723
高 橋 　 勇 人 090-3732-6819
土 江 　 　 登 090-3732-6875

塩冶支店
☎21-0189

藤 澤 　 拓 也 090-3732-7009
松 田 　 裕 也 090-3732-7139
常 松 　 真 希 090-3732-7320
小 川 由 希 子 090-3732-7400

出雲支店
☎31-4106

児 玉 　 祥 平 090-3732-7410
森 山 　 優 人 090-3732-7423
日 野 　 敦 子 090-3732-7493
福 田 　 慶 子 090-3732-7738
井 戸 　 敬 洋 090-3732-7825

推進課名 駐在支店名 氏　名 携帯番号

東部ブロック推進課
課長 落合　由男

マネージャー 竹内　信雄

平田中央支店
☎63-3650

竹 内 　 信 雄 090-3732-8675
村 松 　 咲 穂 090-3732-8685
渡 部 　 一 宏 090-3732-8747
久 家 　 良 子 090-3732-8856
北 村 　 卓 也 090-3732-8884
馬 庭 　 拓 也 090-3732-8954
遠 藤 　 み く 090-3732-9167
高 橋 め ぐ み 090-3732-9299
石 原 　 陽 子 090-3732-9323
田 中 　 理 恵 090-3732-9374

西田支店
☎63-3653

常 松 　 正 樹 090-3732-9766
坂 本 真 理 子 090-3732-9799

平田東支店
☎67-0121

吉 清 　 　 結 090-3732-9877
釜 屋 　 寛 子 090-3733-0277
常 松 　 明 希 090-3733-0297

推進課名 駐在支店名 氏　名 携帯番号

中部北推進課
課長 錦織　教子

四絡支店
☎22-1054

三 原 絵 里 子 090-3732-7981
矢 田 　 絵 梨 090-3732-8004
西 尾 　 　 賢 090-3732-8040
本 池 　 怜 雄 090-3732-8047
脇 坂 　 　 幸 090-3732-8117
山 根 　 滉 大 090-3732-8146

川跡支店
☎21-0178

伊 藤 　 迪 子 090-3732-8303
松 本 　 達 也 090-3732-8340
山 口 実 矢 子 090-3732-8514
花 岡 　 裕 樹 090-3732-8646



21

IZUMO Information

推進課名 駐在支店名 氏　名 携帯番号

西部ブロック推進課
課長 石飛　隆幸

マネージャー 柳楽　俊介

高松支店
☎21-0610

坂 本 江 里 香 090-3733-0356
水 師 　 香 菜 090-3733-0579
山 﨑 　 邦 裕 090-3733-0873
神 田 　 智 史 090-3733-0898

長浜支店
☎28-0002

大 野 　 晃 裕 090-3733-0997
澄 田 　 　 亨 090-3733-1305

大社支店
☎53-5555

柳 樂 　 篤 志 090-3733-1377
勝 部 め ぐ み 090-3733-1535
花 田 　 宏 美 090-3733-1584
岡 　 　 裕 司 090-3733-1694

荒木支店
☎53-2315

柳 楽 　 俊 介 090-3733-1791
高 橋 　 知 子 090-3733-1863
竹 田 原 　 大 090-3733-1883
錦 織 　 純 子 090-3733-1946

推進課名 駐在支店名 氏　名 携帯番号

河南ブロック推進課
課長 長岡　繁

マネージャー 田中　洋一

神戸川支店
☎21-0681

小 豆 澤 　 徹 090-3733-2066
天 野 芙 紀 子 090-3733-2140
田 辺 加 奈 子 090-3733-2298
藤 林 　 浩 正 090-3733-2438
藤 井 美 穂 子 090-3733-2547
後 藤 　 久 士 090-3733-2601

湖陵支店
☎43-2231

原 　 　 愛 美 090-3733-2801
片 寄 　 大 介 090-3733-2979
田 中 　 洋 一 090-3733-3174
矢 田 　 昭 夫 090-3733-3634

多伎支店
☎86-2311

板 垣 　 加 奈 090-3733-4167
曽 田 　 大 介 090-3733-4316

推進課名 駐在支店名 氏　名 携帯番号

南部ブロック推進課
課長 高野　真哲
係長 天喰　智徳

朝山支店
☎48-0206

名 原 　 鈴 佳 090-3733-4359
福 田 　 昌 平 090-3733-4529
千 葉 　 　 勝 090-3733-4737

佐田支店
☎84-0211

有 富 　 良 介 090-3733-4909
黒 田 　 真 弘 090-3733-5041



〒693-8585
出雲市今市町106番地1
JAしまね出雲地区本部内

「広報誌JAしまねびより」編集係 宛

あ
て
先

izumokouhou.izm@ja-shimane.gr.jp
メールでの投稿も大歓迎！

読者のみなさんからの投稿コーナーです。
最近あった「楽しかったこと」「最近思うこ
と」「感動したこと」…ぜひお聞かせくださ
い。写真や絵手紙・イラストも大募集！！

　神西Jr.アスリートクラブの指導を手掛ける、布野
稔典さん、矢野篤さん、布野雅士さん、天野翔太
さんは現役の消防士。同クラブは、陸上を通したス
ポーツ技術及び体力の向上や、心と体の健康づく
りを目的に神西小学校の児童らを対象に2006年
に立ち上げ、毎週水曜日に神西小学校校庭で陸上
教室を開催しています。
　活動をしていく中で嬉しかったことは、卒団した
子どもたちが、自分の子どもを連れて入団してくれ
たり、一緒に練習に参加したり、県大会などの結
果をいち早く教えてくれることです。今年は、指導
者4人で3年ぶりに「えびすだいこくマラソン」に参
加しました。完走した時に、１００ｋｍの道のりは苦
しいこともあるけれど、改めてスポーツは楽しいということを実感しました。
　クラブの代表を務める布野稔典さんは「育てていただいた恩返しも含め、今後も活動を通じて顔の見え
る関係を築いていきたいです。子どもたちの沢山の笑顔で、神西地域がさらに盛り上がってくれることを
願っています」と話してくださいました。

2223

●
し
ま
ね
び
よ
り
を
楽
し
く
読
ま
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
６
月
号
の
レ
シ
ピ

に
挑
戦
し
て
み
ま
し
た
。
材
料
も
家
に
あ

る
も
の
で
し
た
の
で
２
日
間
に
わ
け
て
作

り
ま
し
た
。
自
分
な
り
に
満
足
で
き
る
お

味
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
増
え
て

喜
び
ま
し
た
。

（
今
市
町 

E
・
O
さ
ん
）

Ｊ
Ａ…

し
ま
ね
う
れ
し
ぴ
を
活
用
し
て
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
毎
日

の
献
立
を
考
え
る
の
は
大
変
で
す
よ
ね
。

こ
れ
か
ら
も
ア
レ
ン
ジ
料
理
を
掲
載
し
て

い
き
ま
す
の
で
他
の
ペ
ー
ジ
も
あ
わ
せ
て

ご
愛
読
の
ほ
ど
お
願
い
し
ま
す
。

●
健
康
散
歩
の
「
水
を
飲
も
う
」
の
記
事

は
大
事
な
こ
と
で
す
ね
。
朝
、
一
杯
の
水

を
飲
む
の
を
忘
れ
て
救
急
車
の
お
世
話
に

な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一
杯
の
水
、

大
切
で
す
ね
。

（
塩
冶
町 

Y
・
K
さ
ん
）

Ｊ
Ａ…

７
月
に
な
り
、
暑
さ
も
こ
れ
か
ら

厳
し
く
な
っ
て
い
き
ま
す
よ
ね
。
寝
て
い

●
食
事
は
バ
ラ
ン
ス
よ
く
摂
り
た
い
と
思

い
、
サ
ラ
ダ
や
ポ
ト
フ
な
ど
を
よ
く
作
り

ま
す
。
し
か
し
、
ど
う
し
て
も
主
菜
は
肉

に
な
り
が
ち
で
魚
を
食
べ
る
に
は
ど
う
し

た
ら
良
い
か
知
り
た
い
で
す
。

（
荒
茅
町 

S
・
I
さ
ん
）

Ｊ
Ａ…

お
た
よ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
ど
う
し
て
も
魚
は
捌
く
作
業
が
手
間

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
よ
ね
。
我
が
家
は

よ
く
サ
ー
モ
ン
の
切
り
身
を
買
っ
て
き

て
、
「
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
焼
き
」
を
作
り
ま

す
。
野
菜
も
摂
取
で
き
て
魚
も
食
べ
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
お
勧
め
で
す
☆

輝
け！

いずもスマイル

健康ライフかわら版健康ライフかわら版

お問い合わせ先 出雲保健所　衛生指導課　TEL 21-1185

出雲市神西地区

代表布野  稔典さん （47歳）　矢野  篤さん （51歳）

布野  雅士さん （41歳）　天野  翔太さん （35歳）

　　　　　　ふの

ふの

　　　　　　　としのり

　　まさし

陸上教室を通して地域貢献

　野山や畑にいるマダニに咬まれることで感染する病気
に日本紅斑熱があります。島根県では北山山系に発生が
多いと言われてきましたが、近年は出雲市内全域で確認
されています。

　島根県内では、令和４年に４２名の患者を確認してお
り、出雲市内では１７名の患者を確認しています。県内・
市内ともに近年では過去最多の感染者数となっています。

子どもの感染も確認されています
大人だけでなく、子どもへの対策も

忘れずにしましょう

日本紅斑熱の発生状況について

　マダニに咬まれてから２日～１週間くらいで症状が出ま
す。症状は発熱（高熱）、頭痛、関節痛などを伴い、発
疹が認められます。重症化すると死亡することもあります。

症状について

　野山や畑へ出かけるときや草刈りをする時には、しっ
かりと対策をしましょう。

感染予防のためには？

　マダニが皮膚に咬みついて取れないときは、医療機関（皮膚科
など）で処置してもらいましょう。無理に取ろうとするとマダニの
一部が皮膚内に残ってしまうことがあります。
　マダニに咬まれた後、数週間程度は体調の変化に注意し、早め
に医療機関へ電話・受診をしましょう。

マダニに咬まれてしまったら

る
間
に
汗
な
ど
で
水
分
が
身
体
か
ら
知
ら

な
い
間
に
出
て
い
く
事
も
注
意
が
必
要
で

す
ね
。
の
ど
が
渇
い
て
い
な
く
て
も
無
理

の
な
い
と
こ
ろ
で
こ
ま
め
に
水
分
を
摂
る

こ
と
な
ど
気
を
付
け
た
い
で
す
。

●
こ
の
前
女
性
部
で
お
出
か
け
し
ま
し

た
。
絲
原
記
念
館
、
奥
出
雲
の
舞
茸
工

場
、
そ
ば
打
ち
体
験
や
玉
峯
山
荘
で
の

食
事
な
ど
新
し
い
こ
と
を
い
っ
ぱ
い
吸

収
し
た
楽
し
い
一
日
で
し
た
。
皆
さ
ん

に
感
謝
で
す
。

（
国
富
町 

N
・
M
さ
ん
）

Ｊ
Ａ…

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
５
類
に
移
行

し
て
色
々
な
制
限
が
緩
和
さ
れ
て
き
ま
し

た
ね
。
そ
ば
打
ち
体
験
・
・
・
私
も
た
ま

に
そ
ば
を
打
ち
ま
す
。
太
く
切
っ
て
し

ま
っ
た
り
し
て
難
し
い
で
す
が
自
分
で

打
っ
た
そ
ば
は
格
別
で
す
。
楽
し
い
一
日

研
修
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
で
す
ね
。

（
塩
冶
町 

三
浦
由
紀
子
さ
ん
）

Ｊ
Ａ…

色
彩
豊
か
な
金
魚
の
絵
手
紙
を
頂

き
ま
し
た
。
金
魚
の
泳
ぐ
姿
や
水
面
の
揺

ら
ぎ
を
眺
め
て
い
る
と
日
頃
の
喧
騒
を
忘

れ
て
心
の
平
穏
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き

そ
う
で
す
ね
。

★マダニに咬まれないための対策★
１. 素肌を出さないように、長袖、長ズボンを着用
２. 虫よけスプレー（忌避剤）を活用する
３. 地面に直接寝転んだり、腰を下ろしたりしないよう
　  敷物を敷く
４. 帰宅した後はすぐに入浴し、身体をよく洗い新しい
　  服に着替える

マダニマダニ
草刈り

野外活動や などをする時には、 に気をつけましょう！

左から布野稔典さん、矢野篤さん、布野雅士さん、天野翔太さん

　　　　　　やの

あまの

　　　　あつし

しょうた

みんなの広場みんなの広場



〒693-8585
出雲市今市町106番地1
JAしまね出雲地区本部内

「広報誌JAしまねびより」編集係 宛

あ
て
先

izumokouhou.izm@ja-shimane.gr.jp
メールでの投稿も大歓迎！

読者のみなさんからの投稿コーナーです。
最近あった「楽しかったこと」「最近思うこ
と」「感動したこと」…ぜひお聞かせくださ
い。写真や絵手紙・イラストも大募集！！

　神西Jr.アスリートクラブの指導を手掛ける、布野
稔典さん、矢野篤さん、布野雅士さん、天野翔太
さんは現役の消防士。同クラブは、陸上を通したス
ポーツ技術及び体力の向上や、心と体の健康づく
りを目的に神西小学校の児童らを対象に2006年
に立ち上げ、毎週水曜日に神西小学校校庭で陸上
教室を開催しています。
　活動をしていく中で嬉しかったことは、卒団した
子どもたちが、自分の子どもを連れて入団してくれ
たり、一緒に練習に参加したり、県大会などの結
果をいち早く教えてくれることです。今年は、指導
者4人で3年ぶりに「えびすだいこくマラソン」に参
加しました。完走した時に、１００ｋｍの道のりは苦
しいこともあるけれど、改めてスポーツは楽しいということを実感しました。
　クラブの代表を務める布野稔典さんは「育てていただいた恩返しも含め、今後も活動を通じて顔の見え
る関係を築いていきたいです。子どもたちの沢山の笑顔で、神西地域がさらに盛り上がってくれることを
願っています」と話してくださいました。
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●
し
ま
ね
び
よ
り
を
楽
し
く
読
ま
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
６
月
号
の
レ
シ
ピ

に
挑
戦
し
て
み
ま
し
た
。
材
料
も
家
に
あ

る
も
の
で
し
た
の
で
２
日
間
に
わ
け
て
作

り
ま
し
た
。
自
分
な
り
に
満
足
で
き
る
お

味
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
増
え
て

喜
び
ま
し
た
。

（
今
市
町 

E
・
O
さ
ん
）

Ｊ
Ａ…

し
ま
ね
う
れ
し
ぴ
を
活
用
し
て
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
毎
日

の
献
立
を
考
え
る
の
は
大
変
で
す
よ
ね
。

こ
れ
か
ら
も
ア
レ
ン
ジ
料
理
を
掲
載
し
て

い
き
ま
す
の
で
他
の
ペ
ー
ジ
も
あ
わ
せ
て

ご
愛
読
の
ほ
ど
お
願
い
し
ま
す
。

●
健
康
散
歩
の
「
水
を
飲
も
う
」
の
記
事

は
大
事
な
こ
と
で
す
ね
。
朝
、
一
杯
の
水

を
飲
む
の
を
忘
れ
て
救
急
車
の
お
世
話
に

な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一
杯
の
水
、

大
切
で
す
ね
。

（
塩
冶
町 

Y
・
K
さ
ん
）

Ｊ
Ａ…

７
月
に
な
り
、
暑
さ
も
こ
れ
か
ら

厳
し
く
な
っ
て
い
き
ま
す
よ
ね
。
寝
て
い

●
食
事
は
バ
ラ
ン
ス
よ
く
摂
り
た
い
と
思

い
、
サ
ラ
ダ
や
ポ
ト
フ
な
ど
を
よ
く
作
り

ま
す
。
し
か
し
、
ど
う
し
て
も
主
菜
は
肉

に
な
り
が
ち
で
魚
を
食
べ
る
に
は
ど
う
し

た
ら
良
い
か
知
り
た
い
で
す
。

（
荒
茅
町 

S
・
I
さ
ん
）

Ｊ
Ａ…

お
た
よ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
ど
う
し
て
も
魚
は
捌
く
作
業
が
手
間

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
よ
ね
。
我
が
家
は

よ
く
サ
ー
モ
ン
の
切
り
身
を
買
っ
て
き

て
、
「
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
焼
き
」
を
作
り
ま

す
。
野
菜
も
摂
取
で
き
て
魚
も
食
べ
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
お
勧
め
で
す
☆

輝
け！

いずもスマイル

健康ライフかわら版健康ライフかわら版

お問い合わせ先 出雲保健所　衛生指導課　TEL 21-1185

出雲市神西地区

代表布野  稔典さん （47歳）　矢野  篤さん （51歳）

布野  雅士さん （41歳）　天野  翔太さん （35歳）

　　　　　　ふの

ふの

　　　　　　　としのり

　　まさし

陸上教室を通して地域貢献

　野山や畑にいるマダニに咬まれることで感染する病気
に日本紅斑熱があります。島根県では北山山系に発生が
多いと言われてきましたが、近年は出雲市内全域で確認
されています。

　島根県内では、令和４年に４２名の患者を確認してお
り、出雲市内では１７名の患者を確認しています。県内・
市内ともに近年では過去最多の感染者数となっています。

子どもの感染も確認されています
大人だけでなく、子どもへの対策も

忘れずにしましょう

日本紅斑熱の発生状況について

　マダニに咬まれてから２日～１週間くらいで症状が出ま
す。症状は発熱（高熱）、頭痛、関節痛などを伴い、発
疹が認められます。重症化すると死亡することもあります。

症状について

　野山や畑へ出かけるときや草刈りをする時には、しっ
かりと対策をしましょう。

感染予防のためには？

　マダニが皮膚に咬みついて取れないときは、医療機関（皮膚科
など）で処置してもらいましょう。無理に取ろうとするとマダニの
一部が皮膚内に残ってしまうことがあります。
　マダニに咬まれた後、数週間程度は体調の変化に注意し、早め
に医療機関へ電話・受診をしましょう。

マダニに咬まれてしまったら

る
間
に
汗
な
ど
で
水
分
が
身
体
か
ら
知
ら

な
い
間
に
出
て
い
く
事
も
注
意
が
必
要
で

す
ね
。
の
ど
が
渇
い
て
い
な
く
て
も
無
理

の
な
い
と
こ
ろ
で
こ
ま
め
に
水
分
を
摂
る

こ
と
な
ど
気
を
付
け
た
い
で
す
。

●
こ
の
前
女
性
部
で
お
出
か
け
し
ま
し

た
。
絲
原
記
念
館
、
奥
出
雲
の
舞
茸
工

場
、
そ
ば
打
ち
体
験
や
玉
峯
山
荘
で
の

食
事
な
ど
新
し
い
こ
と
を
い
っ
ぱ
い
吸

収
し
た
楽
し
い
一
日
で
し
た
。
皆
さ
ん

に
感
謝
で
す
。

（
国
富
町 

N
・
M
さ
ん
）

Ｊ
Ａ…

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
５
類
に
移
行

し
て
色
々
な
制
限
が
緩
和
さ
れ
て
き
ま
し

た
ね
。
そ
ば
打
ち
体
験
・
・
・
私
も
た
ま

に
そ
ば
を
打
ち
ま
す
。
太
く
切
っ
て
し

ま
っ
た
り
し
て
難
し
い
で
す
が
自
分
で

打
っ
た
そ
ば
は
格
別
で
す
。
楽
し
い
一
日

研
修
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
で
す
ね
。

（
塩
冶
町 

三
浦
由
紀
子
さ
ん
）

Ｊ
Ａ…

色
彩
豊
か
な
金
魚
の
絵
手
紙
を
頂

き
ま
し
た
。
金
魚
の
泳
ぐ
姿
や
水
面
の
揺

ら
ぎ
を
眺
め
て
い
る
と
日
頃
の
喧
騒
を
忘

れ
て
心
の
平
穏
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き

そ
う
で
す
ね
。

★マダニに咬まれないための対策★
１. 素肌を出さないように、長袖、長ズボンを着用
２. 虫よけスプレー（忌避剤）を活用する
３. 地面に直接寝転んだり、腰を下ろしたりしないよう
　  敷物を敷く
４. 帰宅した後はすぐに入浴し、身体をよく洗い新しい
　  服に着替える

マダニマダニ
草刈り

野外活動や などをする時には、 に気をつけましょう！

左から布野稔典さん、矢野篤さん、布野雅士さん、天野翔太さん

　　　　　　やの

あまの

　　　　あつし

しょうた

みんなの広場みんなの広場



2425



2425



7月は毎日がお得！！

各

火曜日
日曜日

水曜日
木曜日
金曜日
土曜日

冷凍食品10倍
月曜日 日用雑貨お酒

野菜・農産物直売コーナー
国産豚肉
お刺身

お米・アイスクリーム

5倍5倍ポイント

一部対象外がございますので、詳しくは店頭でご確認ください

16水まで8/セール期間

ふるさとのなつかしい島根の味をお届けします。

※玉数 欄に複数表示のある商品は玉数の指定は出来ません。
    いずれか、の出荷になります。

8月下旬頃～
9月中旬頃
出荷予定

会場チェックは
Instagramで!

 Tel.050-5486-3296お電話での予約•お問い合わせ先

インターネットでの
予約はぐるなびから

検索はこちら ぐるなび ラピタビアガーデン

 9:00～17:00 受付

予約はこちらから  24時間自動受付予約割引あり！

お席は、テント席、座敷席、アウトドア席、オープン席より選べます。
雨天の場合はテント席のみご利用が可能です。

ラピタ本店 屋上場所

9月30日
17:30～21:00（食べ物ラストオーダー 20:30）

土期 間 2023年 まで

その他プラン等、詳しくは右記QRコードでご確認ください。

レギュラープラン
1,980円（税込）

2,480円（税込）

予約あり

当日注文

OPEN!!

２
０
２
３ 

夏

２
０
２
３ 

夏

開催中

展
示
即
売
会

8/ （金・祝）
日11

まで
時間：10時～１7時まで
場所：ラピタ本店2階 エスカレーター横

月・木曜日は休店日
（但し、ポイント5倍デーの5のつく日及び8月は休まず営業いたします）

おさいふカード
ポイント付与

家紋入れサービス
（３万円以上）

親子絵描き教室
～夏休みの宿題を楽しく終わらせよう～

Pori

8/5（土）
①10:00～ ②14：00～
8/6（日）
③10：00～ ④14：00～ 
ラピタ3F

（ブライダル 藤の間） 
1,000円/1家族 
先着各講座30名程度 
ラピタ 店舗企画課　TEL：21-6066

親子夏休み企画

講師

実施日

実施場所

参加費

受講人数

応募先

　小学生の夏休みの宿題にもある「絵」
を、親子で一緒に楽しく描こう！
　講師のPoriさんから「おえかきのコ
ツ」を教えてもらって今までの自分よ
りも上手に描けるようになろう！
　学校では教えてくれない、絵を描く順
番や色の塗り方などを学習できます。

講師紹介
◆Pori　(ポリ)
◆絵描き
◆1986年 島根県松江市生まれ

幼いころから漫画のキャラクターを描
くことが好きだった。
おちゃらけたキャラと絵を描くことでな
んとか自己表現をしていた学生時代。
高校卒業後、独学で絵を描き続け
友人アーティスト(遊吟：卓)のCD
ジャケット制作をきっかけに絵を発表
し始める。
2011年島根へ帰省。
アクセサリーのショップ店員をしながら
絵描き活動を続ける。
2014年に結婚。自費制作で絵本
「アナクロと幻の滝」を発表。
2018年に独立。
フリーの絵描きとして活動を本格的
にスタートする。

夏の夜は星空ガーデン
～ JAアグリフードサービス協賛～

50 名 

7月 1日（土）～ 23 日（日） 
上記期間中にラピタにて
おさいふカードを提示してお買物を
していただき､2,000 円以上（複数枚でも可）
のレシートを店内備付の応募箱に
投函してください。

厳正なる抽選の上､当選者の方には
郵送にてお知らせいたします。

ラピタにて2,000円以上の
お買物レシートで応募し､抽選で
「星空ビアガーデン」に
ご招待！！

レシート応募企画

当選人数

応募期間

応募方法

当選通知

お買物をして
レシートお買物券を
もらおう！

ラピタ全店

7月21日(金)・22日(土) 2日間

ラピタ全店食品レジ(セルフレジ、催事場は除く)

8月1日(火)～10日(木)

おさいふカード会員様 限定企画

発券場所

発券期間

利用場所

利用期間

ラピタ全店で
税込2,000円以上
お買物をすると
100円のお買物券を
発券いたします！

発券

利用 税込2,000円以上のお買上で、1精算1枚の利用が可能です

（マツモトキヨシはまやま店、
 催事、一部テナントは除く)

ラピタの夏休み企画

7月15日（土）～8月5日（土）

厳選なる抽選の上、当選者の方には
郵送にてお知らせします。

オタフク商品を含む2,000円以上（複数枚によ
る合算可）のレシートを店内の応募箱に投函し
てください。

ご応募お待ちしております

ラピタ＆オタフクソース
いろんなトッピングを楽しもう!

応募方法

応募期間

応募人数 親子12組（24名）

開催日時 8月19日（土）11:00～

当選通知

開催場所 ラピタ本店2F縁

オタフク商品
お土産付き

ご予約承り中

アルコール飲料
飲み放題は
別途料金

全てのプランに

（出雲産・きぬむすめ使用）
ご飯食べ放題、
ソフトドリンク
飲み放題付！
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7月は毎日がお得！！

各

火曜日
日曜日

水曜日
木曜日
金曜日
土曜日

冷凍食品10倍
月曜日 日用雑貨お酒

野菜・農産物直売コーナー
国産豚肉
お刺身

お米・アイスクリーム

5倍5倍ポイント

一部対象外がございますので、詳しくは店頭でご確認ください

16水まで8/セール期間

ふるさとのなつかしい島根の味をお届けします。

※玉数 欄に複数表示のある商品は玉数の指定は出来ません。
    いずれか、の出荷になります。

8月下旬頃～
9月中旬頃
出荷予定

会場チェックは
Instagramで!

 Tel.050-5486-3296お電話での予約•お問い合わせ先

インターネットでの
予約はぐるなびから

検索はこちら ぐるなび ラピタビアガーデン

 9:00～17:00 受付

予約はこちらから  24時間自動受付予約割引あり！

お席は、テント席、座敷席、アウトドア席、オープン席より選べます。
雨天の場合はテント席のみご利用が可能です。

ラピタ本店 屋上場所

9月30日
17:30～21:00（食べ物ラストオーダー 20:30）

土期 間 2023年 まで

その他プラン等、詳しくは右記QRコードでご確認ください。

レギュラープラン
1,980円（税込）

2,480円（税込）

予約あり

当日注文

OPEN!!

２
０
２
３ 

夏

２
０
２
３ 

夏

開催中

展
示
即
売
会

8/ （金・祝）
日11

まで
時間：10時～１7時まで
場所：ラピタ本店2階 エスカレーター横

月・木曜日は休店日
（但し、ポイント5倍デーの5のつく日及び8月は休まず営業いたします）

おさいふカード
ポイント付与
家紋入れサービス
（３万円以上）

親子絵描き教室
～夏休みの宿題を楽しく終わらせよう～

Pori

8/5（土）
①10:00～ ②14：00～
8/6（日）
③10：00～ ④14：00～ 
ラピタ3F

（ブライダル 藤の間） 
1,000円/1家族 
先着各講座30名程度 
ラピタ 店舗企画課　TEL：21-6066

親子夏休み企画

講師

実施日

実施場所

参加費

受講人数

応募先

　小学生の夏休みの宿題にもある「絵」
を、親子で一緒に楽しく描こう！
　講師のPoriさんから「おえかきのコ
ツ」を教えてもらって今までの自分よ
りも上手に描けるようになろう！
　学校では教えてくれない、絵を描く順
番や色の塗り方などを学習できます。

講師紹介
◆Pori　(ポリ)
◆絵描き
◆1986年 島根県松江市生まれ

幼いころから漫画のキャラクターを描
くことが好きだった。
おちゃらけたキャラと絵を描くことでな
んとか自己表現をしていた学生時代。
高校卒業後、独学で絵を描き続け
友人アーティスト(遊吟：卓)のCD
ジャケット制作をきっかけに絵を発表
し始める。
2011年島根へ帰省。
アクセサリーのショップ店員をしながら
絵描き活動を続ける。
2014年に結婚。自費制作で絵本
「アナクロと幻の滝」を発表。
2018年に独立。
フリーの絵描きとして活動を本格的
にスタートする。

夏の夜は星空ガーデン
～ JAアグリフードサービス協賛～

50 名 

7月 1日（土）～ 23 日（日） 
上記期間中にラピタにて
おさいふカードを提示してお買物を
していただき､2,000 円以上（複数枚でも可）
のレシートを店内備付の応募箱に
投函してください。

厳正なる抽選の上､当選者の方には
郵送にてお知らせいたします。

ラピタにて2,000円以上の
お買物レシートで応募し､抽選で
「星空ビアガーデン」に
ご招待！！

レシート応募企画

当選人数

応募期間

応募方法

当選通知

お買物をして
レシートお買物券を
もらおう！

ラピタ全店

7月21日(金)・22日(土) 2日間

ラピタ全店食品レジ(セルフレジ、催事場は除く)

8月1日(火)～10日(木)

おさいふカード会員様 限定企画

発券場所

発券期間

利用場所

利用期間

ラピタ全店で
税込2,000円以上
お買物をすると
100円のお買物券を
発券いたします！

発券

利用 税込2,000円以上のお買上で、1精算1枚の利用が可能です

（マツモトキヨシはまやま店、
 催事、一部テナントは除く)

ラピタの夏休み企画

7月15日（土）～8月5日（土）

厳選なる抽選の上、当選者の方には
郵送にてお知らせします。

オタフク商品を含む2,000円以上（複数枚によ
る合算可）のレシートを店内の応募箱に投函し
てください。

ご応募お待ちしております

ラピタ＆オタフクソース
いろんなトッピングを楽しもう!

応募方法

応募期間

応募人数 親子12組（24名）

開催日時 8月19日（土）11:00～

当選通知

開催場所 ラピタ本店2F縁

オタフク商品
お土産付き

ご予約承り中

アルコール飲料
飲み放題は
別途料金

全てのプランに

（出雲産・きぬむすめ使用）
ご飯食べ放題、
ソフトドリンク
飲み放題付！
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